
２月 25日（日）に静岡市葵区にある大沢地区で取り組む「縁側カフェ」

の視察研修が行われました。NPO 法人山梨家並保存会主催により、上条

地区の皆様を対象とするもので、参加者は、上条地区より 11名、甲州市

役所より２名、家並保存会より３名の計 16名でした。当日は、縁側カフ

ェを実際に利用させていただいたほか、大沢地区における縁側カフェの発

起人の方より立ち上げから運営に至る詳細なお話を伺うこともできまし

た。山村集落で頑張る地域の姿とお茶を飲みながらお客様と会話を楽しむ

様子が生き生きと、とても印象的でした。今後の参考となる部分もあった

のではないでしょうか。今号では当日の様子をご紹介します。 

また、２月 26日（月）には通訳案内士研修ツアーの皆様が上条を訪れ

ました。その様子も併せてご紹介します。 

視察研修・おおさわ縁側カフェ 

視察研修実施日：２月２５日（日） 

視察場所：静岡県静岡市葵区 大沢地区 

視察内容：大沢地区で平成２５年より行っている縁側カフェの視察 

     （縁側カフェ開催日：毎月第二・第四日曜日  休憩料：300円） 
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通訳案内士研修ツアー 

 
 山梨県で主催する外国語の通訳案内士研修ツアーが２月

26日（月）に上条で行われました。英語、フランス語、タイ

語など、様々な外国語の通訳さん総勢約 30 名が参加。１時

間ほど集落をご案内し、昼食は甲州民家情報館でほうとう作

り体験をしました。ほうとう作り体験は、山梨家並保存会と

上条の女性陣によるもので、麺のこね方、伸ばし方など参加

者に丁寧に教えていました。笑顔の接客がとてもよかった、

ぜひ外国の方を連れてきたい、などの感想をいただき、評判

は非常に良かったように感じました。 

視察のポイント： 

・当時、お茶の売れ行きが悪く高齢化も進んでいたため、集落の活性

化を図るために縁側カフェを企画。集落全体で行う事業。 

・集落内に 23軒の縁側カフェがあり、開催日に都合のつく家のみ開店

する。視察時は６軒開店。 

・昨年は市内外より 7,000人の来客があった。年々増加している。 

・休憩料として 300円／人 徴収して、お茶とお茶請けを提供。お茶請

けは家により様々。 

・お土産として自園でつくったお茶や野菜等の販売も行っている。 

・お客は市内外、県外からも多い。リピーターも多い。人の温かさ、

アットホームな感じを売りにしている。 

・食中毒には特に気を付けている。 

【第 18回上条集落見学会】 

日時：３月４日（日） 午前 10時～正午 

集合場所：福蔵院駐車場 

参加費無料（別途保険代 200円程度） 

主催：甲州市教育委員会文化財課 

   TEL  0553-32-5076 
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